


平成２９年度  三重県における事業計画（Ｈ２９.２）（水管理・国土保全局関係）

工事関係費 負担額

2,687.000 884.099

576.000 180.433

一般河川改修事業費 576.000 180.433

熊野川 直轄管理区間　L=12.7km 355* 70.000 23.333 鮒田地区：排水機場耐震設計　等 熊野川　河川改修推進 2.1 ～ 9.7

木津川上流
（大規模）

上野遊水地 717 347.000 104.100
東高倉地区：河道掘削V=10千m3、旧橋撤去1式、用地A=0.12ha、
　　　　　　　　 補償1式　等

東高倉地区：河道掘削、陸閘（平成33年度以降完成予定）　等 0.2 ～ 4.3

木津川上流 直轄管理区間　L=64.2km
淀川水系（全体）

2,972**
159.000 53.000 名張地区：河道掘削V=8千m3　等 名張地区：河道掘削（平成33年度以降完成予定）　等 0.01 ～ 3.6

河川激甚災害対策特別緊急事業費 2,101.000 700.333

熊野川 激特区間　L=9.0km 286 2,101.000 700.333 成川他地区：河道掘削V=318千m3、橋脚補強1式　等 - -

河川工作物関連応急対策事業費 10.000 3.333

熊野川
直轄管理区間　L=12.7km
樋門樋管１箇所

- 10.000 3.333 鮒田第３樋管の改善 - -

151.000 50.333

砂防事業費 151.000 50.333

木津川水系 流域面積　A=705.6km2 150 151.000 50.333
伊勢地砂防堰堤改築、黒田堂ヶ谷渓流保全工改築、庄谷砂防堰堤改築
砂防設備設計　等

木津川水系　砂防設備整備推進 0.01 ～ 2.5

19.313 6.431

河川等災害復旧費（河川 27災） 19.313 6.431

新宮川

【熊野川】
矢渕地区護岸Ｌ＝15ｍ
鮒田地区護岸Ｌ＝80ｍ

【相野谷川】
大里地区護岸Ｌ＝10ｍ

1.1 19.313 6.431
【熊野川】
矢渕地区：護岸Ｌ＝3ｍ
鮒田地区：護岸Ｌ＝16ｍ

- -

2,857.313 940.863

（注） 「工事関係費」の欄については、負担基本額として当該県の負担対象となる工事関係費（ダム事業は公共費ベース）を記載しています。

個別事業の予算については、実施計画段階（予算成立後）で配分しており、事業内容、及び事業進捗見込みについては、今後大きく変動する可能性があります。

 ＊：一般河川改修の全体事業費は、河川激甚災害対策特別緊急事業の予算額を含んでいます。

 ＊＊：一般河川改修の全体事業費は、同水系の大規模改良工事、特定構造物改築事業の予算額を含んでいます。

災害復旧事業
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河川事業

河川改修費
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対象科目 全体事業規模
全体事業費

（億円）

H28年度当初予算（百万円）
H28年度事業内容 H29年度事業内容



平成29年度　三重県における事業計画（H29年2月）（道路関係〔直轄〕）

改築事業（幹線道路ネットワーク整備） （単位：百万円）
全体事業費

(億円） 事業費 負担金

国道４２号 新宮紀宝道路 L=2.4km 210 323 108
・調査設計

・<調査設計> －～4億円程度

事業規模、全体事業費は、和歌山県区
間を含む

新宮市あけぼの～紀宝町神内
　 L=2.4km(2/2)
開通時期については、完成に向けた円
滑な事業実施環境が整った段階で確定
予定

計 323 108 残事業費:約126億円

(注）合計は四捨五入の関係で合致していない場合がある
(注）Ｈ２９年度予定事業内容のうち<　>書きは、上限値に近い事業費を配分する場合に実施するものである
(注）備考欄の開通予定については、事業進捗等により今後、変更する場合がある

(注）今後、新規事業箇所を追加する場合がある

H２９年度予定事業内容 H２９年度事業進捗見込み 備　　考路線名 箇所名 事業規模
H２８年度当初

H２８年度事業内容



平成29年度　三重県における事業計画（H29年2月）（道路関係〔直轄〕）

改築事業（防災対策等） （単位：百万円）
全体事業費

(億円） 事業費 負担金

国道１６９号 奥瀞道路（Ⅲ期) L=3.4km 155 7 2 ・調査設計 ・<調査設計>

事業規模、全体事業費は、和歌山県区
間を含む

東牟婁郡北山村下尾井～小松
　 L=3.4km(2/2)
開通時期については、完成に向けた円
滑な事業実施環境が整った段階で確定
予定

計 7 2

(注）合計は四捨五入の関係で合致していない場合がある

(注）Ｈ２9年度予定事業内容のうち<　>書きは、上限値に近い事業費を配分する場合に実施するものである

(注）備考欄の開通予定については、事業進捗等により今後、変更する場合がある

(注）今後、新規事業箇所を追加する場合がある

－～1億円程度

路線名 箇所名 事業規模
H２８年度当初

H２８年度事業内容 H２９年度予定事業内容 H２９年度事業進捗見込み 備　　考




